
2027 年度 日本代表候補選手選考方針 

2026 年 9月 17 日 

一般社団法人日本パラカヌー連盟 

 

【概要】 

本方針に基づく 2027年度日本代表候補選手としての活動期間は、2027年 4 月 1 日から 2028 年 3月 31

日までを基本とする。なお、本方針は理事会の決議により改正することができる。改正した場合は、速

やかに本連盟ホームページに掲載する。 

本方針は、2026 年 10 月 4日から選考に適用し、同日をもって「2026年度日本代表選手選考方針」は失

効する。 

【目的】 

本方針は、当該年度のパラカヌー日本代表選手を選考することを目的とする。 

 

【選考機関】 

選考は、本方針に基づき、選考委員会により候補選手を選考し、理事会で決定する。なお、選考委員会

は、技術委員長、理事、弁護士で構成する。 

 

【選考対象大会】 

大会名：令和 8年度日本パラカヌー選手権大会 

日程：2026 年 10月 4日 

開催場所：石川県小松市木場潟カヌー競技場 

主催：公益社団法人日本カヌー連盟 

共催：一般社団法人日本パラカヌー連盟 

対象種目：M6/W6(KL1,KL2,KL3,VL1,VL2,VL3) 

 

大会名：2027パラカヌー日本代表選手選考会 

日程：2027 年 3 月末開催予定 

開催場所：未定 

主催：公益社団法人日本カヌー連盟 

共催：一般社団法人日本パラカヌー連盟 

対象種目：M6/W6(KL1,KL2,KL3,VL1,VL2,VL3) 

 

【必須事項】 

1)日本代表選手選考会に出場する選手は、令和 8年度日本パラカヌー選手権大会にエントリーしなけれ

ばならない。 

2)公式大会（日本選手権大会・日本代表選手選考会）の参加が初めてである新規選手については、日本

代表選手選考会のみの出場を認める。 



 

【適格要件】 

日本代表選手の選考資格を得るためには、各選手は以下の条件を満たす必要がある。 

1）一般社団法人日本パラカヌー連盟（以下日本パラカヌー連盟）の会員であること。 

2）公益社団法人日本カヌー連盟（以下日本カヌー連盟）の会員であること。 

3）本連盟又は公益社団法人日本カヌー連盟による資格停止その他競技活動を制限する処分の期間中で

なく、かつ、世界アンチ・ドーピング規程、日本アンチ・ドーピング規程その他適用されるアンチ・ド

ーピング規則に基づく資格停止又は暫定的資格停止の期間中でないこと。 

4）選手自身や、カヌー競技、本連盟の信用を失墜させるような振舞を行っていないこと。 

5）ナショナルコーチ、他の任命されたスタッフからの指導に従い、トレーニングや競技を行い、プロ

グラムにおけるゴールや目的に前向きにコミット・貢献できる能力があること。 

6）本連盟が別に定める強化練習・強化合宿等の年間実施回数のうち、正当な理由なく理事会が定める

基準を下回る参加しかしない状態が継続していないこと。 

7）本連盟に対して、コミュニケーションをとるための連絡先の詳細を提供していること。 

8）選手が上記 1）から 7）までの適格要件を満たしていない場合、選考の対象とならない。 

 

【選考方針】 

1） 日本代表選手の選考 

① 令和 8年度日本パラカヌー選手権大会（以下「日本選手権大会」という。）の各競技クラスにおけ

る第 1 位及び第 2位の選手を、2027年度日本代表候補選手として選出する。なお、当該選手の日本代

表候補選手としての活動期間は、理事会による決定の日からアジア選手権への派遣終了時までとする。 

② 2027 パラカヌー日本代表選手選考会（以下「日本代表選手選考会」という。）の各競技クラスに

おける第 1位の選手を、2027 年度日本代表候補選手として選出する。なお、当該選手の日本代表候補

選手としての活動期間は、理事会による決定の日から 2027年 9 月 30日までとする。 

③ 日本代表選手選考会が開催されなかった場合には、日本代表選手選考会の記録に代えて、日本選手

権大会の記録を用いる。 

また、日本選手権大会が開催されなかった場合は、日本代表選手選考会の開催までに、別途選考方針を

定め公表する。 

本方針に基づき各国際大会への派遣対象となった選手が当該大会への派遣を辞退した場合であっても、

次順位の選手の繰上げ派遣は行わない。 

 

 

２）2026 年度下半期の強化事業対象選手 

日本選手権大会の各競技クラスにおいて第 1位及び第 2位となった選手を、2026 年度下半期の強化事

業の対象選手とする。 

 

３）代表区分 

日本選手権大会及び日本代表選手選考会の各競技クラスにおける第 1位の選手について、それぞれ当該

大会の記録が、当該競技クラスにおける 2026年世界選手権の決勝レース第 8位のタイムと同タイム又

はそれより速い場合は、日本代表候補選手 A（または強化指定選手 A）とする。それより遅い場合は、

日本代表候補選手 B（または強化指定選手 B）とする。なお、日本選手権大会の各競技クラスにおける

第 2位の選手は、日本代表候補選手 C（または強化指定選手 C）とする。 

日本選手権大会の結果により日本代表候補選手（または強化指定選手）A、B又は C となった選手が日



本代表選手選考会で第 1位となった場合は、日本代表選手選考会の記録に基づき、区分を日本代表候補

選手（または強化指定選手）A又は B に変更する。 

 

なお、本項に定める代表区分は、国際大会への派遣可否を決定する基準ではなく、選手の競技力評価及

び連盟事業参加に係る助成等の基準として用いる。 

【派遣方針】 

国際大会への派遣 

2027 年度の本連盟による派遣対象国際大会は、次の 3大会とする。 

① アジア選手権（未定）  

② 世界選手権（開催地：ハンガリー・セゲド）2027 年 8月 11 日～15日開催予定。 

③ ワールドカップ（開催地：海の森水上競技場）2027 年 9月 23日～26 日開催予定。 

 

注）ポイントランキング対象大会としては、このほかにドイツで開催されるワールドカップが予定され

ているが、強化予算その他の財源状況を踏まえ、当該大会への連盟派遣事業は行わない。 

 

※1 日本選手権大会の各競技クラスにおける第 1位及び第 2位の選手の派遣対象大会は、①アジア選

手権とする。なお、日本選手権大会が開催されなかった場合は、2026年度の日本代表 A、B及び Cの選

手をアジア選手権への派遣対象とする。 

 

※2 日本代表選手選考会の各競技クラスにおける第 1 位の選手の派遣対象大会は、②世界選手権及び

③ワールドカップとする。 

 

※3 本連盟は、ロサンゼルス 2028パラリンピック競技大会（以下「LA2028」という。）出場枠が PQR

ポイントに基づき決定されることに鑑み、2027年度については、LA2028 出場枠獲得の可能性を評価す

るために必要な国際大会への出場機会を確保するとともに、2027年 9月に開催されるワールドカップ

終了時までの国際大会成績、世界トップとの競技力差及びその推移、PQR暫定順位並びに PQR上の出場

枠獲得圏とのポイント差等を継続的に確認し、総合的に評価するものとする。 

この評価に当たっては、PQR暫定順位その他の単一の指標のみをもって機械的に判断するのではなく、

当該クラスにおける LA2028 出場枠獲得の現実的可能性を踏まえて判断する。 

 

2028 年度の世界選手権及びワールドカップへの派遣方針については、これらの評価結果を踏まえて別

途定めるものとし、その際は、PQRポイントの獲得状況及び国際競技力をより重視し、LA2028 出場枠獲

得の可能性を踏まえた派遣を行うものとする。 

 

※4 派遣が決定した選手は、別に定める「2027年度国際大会派遣要項」に従うものとする。 

 

【選考基準】 

1） 一大会当たりの各クラスの上限について  

クラス  男子Ｋ 女子Ｋ 男子Ｖ 女子Ｖ 

Ｌ１  ２名  ２名  ２名  ２名 

Ｌ２  ２名  ２名  ２名  ２名  

Ｌ３   ２名   ２名   ２名   ２名  

 

 



2） 派遣大会での出場種目について  

上限枠に満たないカテゴリーについては、選考された種目以外の出場については今後検討する。 

 

3）派遣大会でのクラス分けによりクラス変更があった場合の対応 

・派遣された国際大会でのクラス分けで、クラスが変更となった選手は、変更されたクラスで大会に出

場しなければならない。 

・国際大会でのクラス分けで NE（対象外）となった選手は、日本代表選手から除外する。 

・国際大会でのクラス変更により、当該クラスに空きができたカテゴリーについては、当該年度内にそ

の後開催される大会において、次点の選手を繰り上げることとする。 
 

4）選考における特例措置  

日本選手権大会又は日本代表選手選考会において、選手の競技結果に重大な影響を及ぼす不測の事態そ

の他の特別な事情が生じた場合は、本方針の他の定めにかかわらず、日本代表候補選手の選出につい

て、候補選手の追加又は入替えの特例措置を講ずることができる。特例措置の適用に当たっては、技術

委員会及び強化部が協議の上、選考に必要な資料を作成し、選考委員会における審議を経て、理事会が

決定する。なお、医療上の理由により欠場し、特例措置の適用を求める場合は、当該レースの開始時刻

までに、強化部 kyoka01@japan-paracha.org 及び本連盟事務局 jimukyoku01@japan-paracha.org に

対し、電子メールにより欠場する旨を申し出なければならない。申出が期限内に行われたか否かは、当

該電子メールを本連盟側で受信した時刻をもって判断する。ただし、通信障害その他選手本人の責めに

帰すことのできないやむを得ない事情が認められる場合は、この限りでない。また、当該選手は、本連

盟が指定する期限までに、医師の診断書を強化部及び本連盟事務局に提出しなければならない。指定さ

れた期限までに診断書が提出されない場合は、医療上の理由による特例措置の対象としない。 

 

5）安定化ポンツーンを使用した場合の取扱い  

本方針に定める選考対象大会において、安定化ポンツーンを使用した選手のレース出場を認め、成績一

覧に記録を表示するが、着順はつけない。また、国際大会への派遣対象選手から除外する。 

 

【日本代表候補選手・強化指定選手の遵守事項】 

日本代表候補選手（または強化指定選手）は、その地位にある間、次に掲げる事項を遵守しなければな

らない。正当な理由なくこれらを継続的に遵守しない場合は、【日本代表選手の選考取消し及び日本代

表候補選手（または強化指定選手）の解除】の対象となることがある。 

1）本連盟が指定する強化練習、強化合宿、ミーティング等、強化活動への参加 

2）本連盟が指定する国内及び国際大会への参加 

3）練習状況及び健康状態等の本連盟への報告 

4）本連盟及び日本カヌー連盟が定める規程の遵守 

 

【連盟事業参加への助成・補助について】 

日本代表選手選考会の結果により世界選手権及びワールドカップへの派遣対象となった選手のうち、日

本選手権又は日本代表選手選考会のいずれかにおいて日本代表候補選手 A（または強化指定選手 A）に

区分されたパラリンピック実施種目の選手を助成対象とする。対象選手について、2026年世界選手権

の決勝レースの結果を基に別に定める M/F評価表により評価を行う。評価には、日本選手権大会及び日

本代表選手選考会における当該選手の公式記録のうち、M/F評価上、より高い評価となる記録を用い

る。補助金額は、当該評価及び予算状況を踏まえ、理事会が決定する。 

 

 



【日本代表選手の選考取消し及び日本代表候補選手（または強化指定選手）の解除】 

1）本連盟が定める各種規程に従わない者。 

2）本連盟が定める誓約書を提出しない者、又は提出した誓約書の内容に従わない者。 

3）強化の方針や指示に従わないなど、チーム行動に対し不適格とみなされる者、又は強化指定選手と

して態度が不適格とみなされた者。 

4）本連盟が指定する強化練習・強化合宿等への参加率が正当な理由なく極端に低い場合。 

5）国内外の公式記録、大会成績、その他の客観的な競技成績を総合的に評価した結果、競技力の著し

い低下が継続し、又は今後の向上が見込めず、日本代表候補選手（または強化指定選手）としての地位

を継続することが適当でないと理事会が認めた場合。この場合の判断プロセスについては、強化部によ

る評価を行った上で、選考委員会で審議し、理事会で決定することとする。なお、この判断は、単一の

大会成績又は単一の指標のみをもって行わない。 

 

【不服申し立て】 

本連盟の選手選考に対する不服申し立ては、日本スポーツ仲裁機構「スポーツ仲裁規則」に従ってなさ

れる仲裁により解決されるものとする。申立期間については、スポーツ仲裁規則に準ずる。 

 

【特記事項】 

1) 国際カヌー連盟が主催する大会へ派遣する場合は、公益社団法人日本カヌー連盟の承認を受けて日

本代表選手として選出されるものとする。本方針によらない事柄については、その都度、理事会に

より決定する。 

2) LA2028 の日本代表候補選手の選考に関する方針は、別途定め、公表する。 

以上 
 


